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美濃太田駅北口着文化の森着 文化の森発

JR美濃太田駅北口より乗車（約8分）、「文化の森」下車（12/31～1/2は運休）
文化の森・公園線（平日休日共通ダイヤ・関係分のみ）
行き 帰り

ぎふ清流里山公園

運 賃／一般 100円　中学生以下 無料
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホームページをご覧ください 
　http://aiai-bus.com/

■あい愛バス ＊6月1日からダイヤ改正されました。

鉄　　道／JR名古屋駅より美濃太田駅まで東海道本線・高山本線経由
　　　　  特急「ひだ」で約40分、駅北口より徒歩約17分
自動 車／東海環状自動車道美濃加茂ＩＣより約５分、駐車場174台

■交通

■ご利用のご案内

■6月・7月・8月・9月の休館日
6月3日、10日、17日、24日　7月1日、8日、16日、22日、29日
8月 5日、13日、19日、26日     9月 2日、9日、17日、24日、30日　

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00まで）
月曜日（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

開館時間

休   館   日

〒505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋3299-1
TEL.0574-28-1110　FAX.0574-28-1104
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/

お待たせ
しました

！

「おばあ
ちゃんち

のおかっ
て」

No.4 が発
売されま

した！！

早稲田大学学生野外劇

観覧無料9月14日　　・15日
●日　時

●会　場

土 日

2018年度劇団「犬大丈夫」による『風と共に去りぬ』上演の様子

早稲田大学所属の
公認サークルによる演劇公演決定!

vol.94
2019年 6/15発行

43

ヤマトシジミ

幼虫の食草はカタバミ。家の
近くや田畑などカタバミの生
えている環境であるならば、
4月から11月ごろまでよくみ
ることができます。
文化の森の中にもたくさん
います。
写真はシロツメクサの蜜を
吸う姿。

f o r u m  ＆  e v e n t ●日時 ●会場 ●内容

会議室

緑のホール

エントランス
ホール

［バスで移動］・百年公園内日時計
・名和昆虫博物館

【見学先】

【集合場所】

8月 25 日（日）
14：00 ～ 16：00

8 月 17 日（土）
8：30 ～ 12：00

7 月 28 日（日）
14：00 ～ 15：00

「棚橋源太郎」を読む
ミニ読書会

「棚橋源太郎にゆかりの
　　　岐阜へ出かける」

バスツアー

「1933年の風景」
朗読

2 階
研究室

8月 3 日（土）
14：00 ～ 15：30

「明治のころ 博物館を考えて
  いたひと」

ミニフォーラム
江戸から明治に時代が変わり、我が国が近代化を推し進める中で、田中芳男など博覧会の開
催や博物館の創設の機運の高まりを盛り上げた人たちがいました。彼らの地道な調査や研究
活動、海外の技術の紹介など、幅広い活動をご紹介します。
■講師：櫻井 弘人氏（長野県飯田市美術博物館学芸員）　　■定員：30 名（どなたでも）
■申し込み方法：電話による事前申し込み＊先着順（定員になり次第締め切り）　■参加無料

棚橋が大切にし、目指してきた理科教育、博物館教育とはどのようなものであったのか。
彼の著書を読みながら、その根幹に迫ります。
■参加料：100円　　■定員：15名（どなたでも）　
■申し込み方法：電話による事前申し込み＊先着順（定員になり次第締め切り）

「棚橋源太郎先生顕彰日時計」（岐阜県関市 百年公園内）と岐阜公園の名和昆虫博物館を見学
します。棚橋源太郎は昆虫の生態や害虫駆除の研究に尽力した名和靖（名和昆虫博物館設立
者）に大いに影響を受けました。
■参加料：500円（名和昆虫博物館入館料）　　■定員：25名（どなたでも）　
■申し込み方法：電話による事前申し込み［8/6（火）まで］＊先着順（定員になり次第締め切り）

棚橋源太郎が立ち上げとその後の運営に深くかかわった「日本博物館協会」では、ラジオ放
送を使って博物館の活動を紹介する「ラヂオ放送と博物館との連絡」事業を行いました。実
際にラジオで放送された博物館紹介の作品を朗読します。あわせて児童文学者・巌谷小波
（いわやさざなみ）の作品を朗読し、当時の様子を感じたいと思います。
■朗読：みのかも「声のドラマの会」　作品：ラジオ風景「花の博物館めぐり」、巌谷小波の作品
■定員：120名（どなたでも）　　■申し込み不要　　■参加無料

　2019 年は国際博物館会議（通称 ICOM）の名誉会員であった棚橋源太郎の生誕 150 年の節目の年になります。
　今回の展覧会では、岐阜県生まれの棚橋源太郎（たなはしげんたろう /1869 -1961）と彼と交流のあった岐
阜ゆかりの人々を紹介します。「わが国博物館育ての親」と呼ばれる棚橋源太郎は、岐阜県師範学校卒業後、
附属小学校訓導となり理科教育に力を注ぎます。その後東京師範学校に入学、東京師範学校教諭兼訓導となり、
さらに 1906 年東京師範学校付属東京教育博物館の館長となり、博物館事業に携わり始めました。海外の博物
館への留学、赤十字博物館館長（1942 -1946）などを歴任し、博物館が行う様々な活動の実践と理論の両面
から尽力、戦後は博物館法の制定、学芸員の養成にも力を注ぎました。その棚橋源太郎が影響を与えた人物
は多く、また彼が影響を受けた人物も多くいます。
　博物館がこれまで役割とされてきた資料を集めたり調査したりする活動とともに、「いまの時代、博物館は
どうあるべきか」「博物館の果たす役割は何か」ということも考える必要があります。それは過去の博物館の
研究者や実践者の研究や実践からひもとくことが求められます。
　明治、大正、昭和の時代を生きた棚橋源太郎。彼が目指していた博物館の姿や学び続ける生き方、博物館
の在り方を考えていく機会となれば幸いです。

 7月20日        ～ 9月 8日
7月22日,29日,8月5日,13日,19日,26日,9月2日会期中の休館日

企画展示室

●会　期

●会　場
無料●観覧料

2019年
土 日

観覧無料

日本の博物館は岐阜から
ー博物館の父・棚橋源太郎と岐阜ゆかりの人々ー

（昭和3年撮影）
『岐阜県博物館協会創立50 周年
記念誌』より転載

おばあちゃんちの
おかって

おばあちゃんちの
おかってNo.４

おばあちゃんちの
おかってNo.２

おばあちゃんちの
おかってNo.３

おばあちゃんちの
おかって漬物特集

守りたい加茂の豊かな自然

文化の森文化の森文化の森 秘密の場所秘密の場所秘密の場所へへへ
ががが案内します！案内します！案内します！スタッフスタッフスタッフ

ののの

う ら が わう ら が わう ら が わ

担当：可児館長

担当：西尾

担当：西川

担当：和歌

担当：藤村

をご確認ください。

2002 年 11 月発行
A5判 31ペーシ

2019 年 4月発行
A5判 39 ペーシ

2003 年 12 月発行
A5判 29ペーシ

2006 年５月発行
A5判 31ペーシ

2013 年 8月発行
A5判 52 ペーシ

2019 年 3月発行
A4判 321 ペーシ

￥100（税込）

￥100（税込） ￥150（税込） ￥2,500（税込）

￥100（税込）

￥100（税込）

10名限定
！！

10名限定
！！

ミュージア
ム

バックヤ
ードツア

ー

『おばあちゃんちのおかって№４』 やっとできたんやわ。

こん中は、 昔の結婚式やお葬式、 お祭りのごちそうとかなんかと、

当時のことを知っとる人の話も載せてあるで、 見てちょうだい。当時のことを知っとる人の話も載せてあるで、 見てちょうだい。 美濃加茂自然史研究会が中心となり、2015
年度から 3年間、美濃加茂市と加茂郡の自然
環境調査をおこない、このたび、調査の結果
をまとめました。

数量限定販売

新刊のお知らせ新刊のお知らせ

新刊のお知らせ新刊のお知らせ

（シジミチョウ科）

定期講座新企画
文化の森施設内  

担当：林課長

8 月 24 日（土） 9月 28 日（土）

12月 22 日（日）

「ちょっとむかし」の思い出深い古道
具や手仕事の名残、建物のたたずまい
や暮らしを感じてみましょう。

10 月 27 日（日） 11月 10 日（日）
森では現代アートの作品が多く創られ
てきました。作品を見ながら、制作の
現場を探検しましょう。

博物館ならではの特別な場所へとご案
内します。文化の森の裏側をのぞいて
みましょう。

江戸時代の貴重な資料（古文書）を身
近に見ていただきます。「歴史」を知
るための大きな手がかりとなります。

文化の森は「尾崎遺跡」です。地上の「現
代」から「過去（地下）」へ降りていき
ましょう。縄文土器などもゆっくりさ
わって、思いをはせてみます。

1 月 26 日（日）
植物や動物、岩石など、これまでに「集
めてきた、みのかもの自然」を実際に
さわりながら、大切に残し、伝えてい
くための整理をします。

申し込み方法等は本紙中面

 ［ 9月3日（火）～美術工芸展示室］

展



イベント m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m

はがき（住所、氏名、電話番号、希望講座を記入）、ご来館、文化の森ホームページ講座申込専用フォームのいずれかの方法でお申し込みください。　■電話、FAXによる受付は行いません。　■応募者多数の場合は抽選となります。　■右のQRコードからも申し込みできます。→

みのかも文化の森
minokamo city museumイベントインフォメーション

講座にお申し込みいただいた個人情報は、以下の項目のみに使用します。
1.お申し込みに関する問合せ　2.講座開催に関する連絡　3.抽選結果の通知MUSEUM     NEWS

ていねいな暮らし講座 m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m

アートな1日講座 m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m

四季を食べる講座 m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m

m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m定期講座

●日時

●日時

●会場 ●参加料 ●内容●名称 ●定員
●日時 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料●名称 ●定員

●日時 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料●名称 ●定員

●内容 ●申し込み方法 ●参加料●名称 ●定員●会場

●日時 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料 ●定員●名称 ●内容

新企画

事前申し込みについて

2019年 6月～2019年 9月

子育て女性応援企画

春を染める

事前申し込み
【 5/16(木)～6/ 2（日）】 

1,000円
＋

託児は1人に
つき500円。

1家族2人まで

500円
＋

託児は1人に
つき500円。

1家族2人まで

7/28（日）
13：00～16：00 夏休みのアートな1日 工芸室 200円 20名当日受付

（30分前より）

申し込みの際は、お子様のお名前と
年齢（○才○か月）を必ずお書き添え
ください。託児は6ヶ月から6歳まで。

申し込みの際は、お子様のお名前と
年齢（○才○か月）を必ずお書き添え
ください。託児は6ヶ月から6歳まで。

生活体験館
200円

1,000円

20名

20名

20名

当日受付
（30分前より）

当日受付
（30分前より）

この地域は、古くより養蚕が盛んでした。
蚕とまゆの生育とその道具の使われ方を紹介します。

6/15（土）
14：00～15：00

6/22（土）

8/25（日）
〜

①9/ 7（土）
②9/ 8（日）

10：30～11：30
①9/ 7（土）
②9/ 8（日）

9：00～17：00

①9/ 7（土）
②9/ 8（日）

9：00～17：00

～8/25（日）

緑のホール

生活体験館
民具展示館

美術工芸展示室

第195回 森の朗読会

収蔵品展
蚕とまゆ展

無料

無料

無料 120名

10名
（高校生以上）

事前申し込み
【 6/1（土）～ 7/28（日）】 各回

100円
エントランス
ホール集合＊定員に満たない場合は

　引き続き募集します。

七夕をかざり、畑のなりもの（野菜）
をそなえます。　　　　　　　  
※自由観覧

鎌を竹に結びつけて、風を追います。
※自由観覧

カイコのまゆから真綿を作ります。
真綿の用途を知ります。
持ち物：タオル

年中行事
七夕かざり

年中行事
蚊帳つり

真綿づくり

6/13（木）
10：00～12：00

6/22（土）

7/ 7（日）
〜

6/22（土）
10：00～12：00

8/3（土）
9：30～12：00

〜
7/20（土）

8/25（日）
藍（あい）の生葉で絹布を染めます。
親子歓迎。内容によっては延長する
場合があります。         
持ち物：エプロン、軽食

本当の梅干しって、こんな
味です。梅干し

ボランティア「伝承料理の会」と一緒にこの地域に伝わる料理を作ります。料理にまつわる楽しいお話も聞けます。    【持ち物：エプロン、三角巾】

芋・栗・かぼちゃが好き
芋、栗、かぼちゃが好きで
何が悪い？

20名

500円

500円

各回
300円

生活体験館

地元産大豆から作る豆腐で
す。調理途中の豆乳も試飲
できます。

9/21（土）
10：00～13：00

6/15（土）
10：00～13：00

7/ 4（木）
10：00～13：00

当日受付
（30分前より）

当日受付
（30分前より）

事前申し込み
【8/10（土）~8/24（土）】

ミュージアム
バックヤードツアー

スタッフ「こだわり」の みどころを
ご案内するツアーです。
歴史や自然、美術作品などの「本物」
と関わる体験などもあります。

収蔵品展
旅する世界

市民による朗読です。　　
作品：「おはぐろとんぼ」 宇江佐 真理/作

・長崎ピースフォーラムに派遣された中学生の報告会
・朗読 詩集『原子雲の下より』ほか

市民による朗読です。
作品：「奥方行状記」　竹田 真砂子/作
　　　　　　　　　『牛込御門余時』より　　

市民による朗読です。
作品：「おすが」　竹田 真砂子/作
　　　　　　　『牛込御門余時』より

7/20（土）
14：00～15：00 第196回 森の朗読会 緑のホール 無料 120名

 9/21（土）
14：00～15：00 第198回 森の朗読会 緑のホール 無料 120名

8/17（土）
14：00～15：00 第197回 森の朗読会

森の音づくり講座

緑のホール

エントランスホール

無料 120名

科学・社会科作品展

展示ホール2019 みのかも
発明くふう展

手作り豆腐

子育て女性応援企画

蚊帳をつり、夏じたくをします。
※自由観覧

〜
　8/24（土）

　9/ 8（日）
年中行事
二百十日

企画展示室
美術工芸展示室

40 名 身近な材料などを使って、音の出るおもちゃを作ります。

各小中学校から選ばれた夏休みの科学作品、社会科作品
を展示します。質の高い作品をご覧ください。
お問合せ：教育センター（℡0574-28-3255）

美濃加茂市民ミュージアムで収蔵している絵画作品を
中心に展示します。

子どもたちの新しい発想や未来の夢をかたちにした作品
を一堂に展示します。子どもたちの夏休みの成果をご覧
ください。
お問合せ：産業振興課（℡0574-25-2111　内線 261)

夏を染める

未就学児を子育て中の女性応援
企画。託児付の講座です。
春の草木で絹布を染めます。
持ち物：エプロン

過去に開催したアートな１日講座の
メニューをアレンジします。
プチプライスで気軽にものづくりを
楽しんでいただける講座です。

（材料がなくなり次第終了 )
持ち物：エプロン、タオル

文化の森  ふらっとみゅーじあむ m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m
● 開催日 ：夏休み期間中、8月の毎週木曜
● 会　場 ： エントランスホール他
● 時　間 ： 13：30（受付）～15：30
　　　　　 [受付次第制作を始め、完成次第
　　　　　　終了します。]
● 対　象 ： 幼児・小中学生
　　　　　　（幼児は保護者同伴で可能）
● 持ち物 ： 参加料、作品を持ち帰る袋、
　　　　　タオル、水筒（暑さ対策として）
● 申し込み方法 ： 当日受付
　　　　　　　 　　（材料がなくなり次第終了）

8/ 8（木）

8/15（木）

●開催日 ●内容●名称

8/ 1（木）

8/22（木）

8/24（土）・9/28（土）・
10/27（日）・11/10（日）・
12/22（日）・1/26（日）
各回10：00～11：30

●参加料 

m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m夏休み子ども講座

①7/27（土）9：30～12:00

① 9：30～11：30
②13：00～15：00

7/24(水）13：30～15：30

7/26（金）

②8/ 3 （土）9：30～12:00
※①②とも内容は同じです。
　申し込みの際は希望日を
　お書きください。

※申し込みの際は希望時間
　をお書きください。

各回10名
（小学生以上）

20名
（小学生以上）

各回5名

●日時 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料 ●定員

事前申し込み
【 6/1（土）～ 6/ 30（日）】

生活体験館
※変更する場合が
　あります

工芸室ほか 300円

500円

200円

チョウのはねをさわると指につく「粉」
を観察して、そのはねの「ひみつ」を
写し取ります。
持ち物：筆記用具、水筒、
　　　　 汗ふきタオル、運動靴

出土したホンモノの「まが玉」を
さわってみながら、アクセサリーをつ
くります。　
持ち物：筆記用具、動きやすい服装

はたおり機で布を織りましょう。
持ち物：水筒

さわってつくろう！
古代のアクセサリー

チョウのはね
リンプンの秘密

（チョウの鱗粉転写
　　による標本づくり）

はたおり

●名称 ●内容

工芸室

（小学3年生
　　　 　以上）

＊詳しくは裏面をご覧ください。

無料

無料

無料

特別企画 　特別企画 “平和を願う”

和紙の上で
ひろがる・うきでる

紙の上に墨を落とすとにじんで広がっていくね。
そこに不思議な絵の具をたらすとその部分が白くに
じんで、模様が浮き出てくるよ。そんな不思議な絵
の具と墨を使い、和紙に色々な模様や文字をかいて、
白く浮き立たせてみよう !! （両日とも同じ内容です）

ちぢんで、ぷっくり!?
チャームづくり

プラ板に、展示室で見た好きなものなど描いてみよ
う。ハサミで切って、トースターで温めると、あっと
いう間にちぢんでいくよ !! 仕上げに、太陽の光でぷっ
くりと固まる不思議な液をぬって、チャーム（飾り）
を作ろう。（両日とも同じ内容です）


